
第１回 久留米市野中生涯学習センター指定管理者候補者選定委員会 会議録 

 

 

日  時：令和６年６月６日（木）１０：３０～１１：２０ 

場  所：えーるピア久留米 ２１２研修室 

出席委員：古賀裕二委員、藤村やよい委員、境洋子委員、佐藤貴善委員、酒井香委員（全員出席） 

 

１ 開会 

 委員及び事務局の紹介を行った。 

 

２ 議事 

（１）委員長及び副委員長の互選について 

 委員長に古賀委員、副委員長に藤村委員を委員の互選により選出し、全委員が承認した。 

 

（２）指定管理者募集に係る告示（案）について 

（３）募集要項（案）及び業務仕様書（案）について 

 以上２件の議事について、業務が重複するため一括して審議することとし、事務局より内容説

明を受けた後、以下のとおり審議し、事務局原案通り承認した。 

 

委 員 この委員会の資料は会議が終わったら返却するのか。 

事務局 返却をお願いする。 

委 員 資料４の 12ページのリスク分担表の不可抗力について、大雨や台風の際、施設を休館す

ることがあると思う。休館すると利用料は減ると思うが、近年大雨等頻発しており、重

大な損失という状況にはなっていないのか。 

事務局 野中生涯学習センターは台風時などの一般的な避難所として指定されていない。休館に

よる収入減の損失補の対象ではない。 

委 員 コロナ禍の際は収入の補填等はあったのか。 

事務局 コロナ禍の際は市から一定期間休館をしてもらった。その間収入は減るが光熱水費は発

生しないため、補てんを必要とするような決算額にならなかった。 

 

（４）指定管理者候補者選定要領（案）について 

 このことについて事務局より内容説明を受けた後、以下のとおり審議し、原案通り承認した。 

 

委員 確認だが、応募が 1 社であっても、書類審査をして 600 点という基準を超えているかど

うかをみるということか。 

事務局 そのとおりである。 

委員長 1社のみでも有効で、審査をして基準をこえていればよいということか。 

事務局 そのとおり。 

委員 総合点が 600点以上であれば、1人が 120点を下回っていてもよいか。 

事務局 そのとおり。 

委 員 これまで、応募者は複数社あったのか。 

事務局 資料の指定管理者候補者選定の概要に記載のとおり、平成 26 年度から 30 年度の公募で

は 4団体からの応募があり、平成 31年度は事情があり非公募による選定となったが、令

和 2年度から令和 6年度の公募では 2団体から応募があった。 



委 員 公募をした際は複数の応募があったということか。 

事務局 そのとおり。 

 

３ その他 

 次回会議について９月上旬に設定し、具体的な日程については事務局から後日連絡することと

した。 

 

４ 閉会 


